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第 4 章は前章で述べた方法による PVAフィルターの空気流圧力損失及び雑菌捕集効率をそれぞれ
実験室的に詳細に検討している。なお，雑菌の捕集効率測定では回転シャーレ法による新しい測定方
法を開発し充分な精度で雑菌捕集効率の測定が可能になっている。






















フィルターの厚みそれぞれにつき (1/2~1/4) ，及び(1 / 30~ 1 / 140 )と著しく小型化
し操作が容易なフィルターの開発に成功した経過を述べている。
以上のように本論文にはPVAフィルターの実用化に関し空気中の雑菌液過全般に及ぶ多くの新し
い知見と実績とが示されており，その成果は醗酵工学の分野に貢献するところ大である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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